
一帯一路構想と小学校英語教育に関する考察

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2019-04-22

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 新保, 敦子

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10258/00009830URL



一帯一路構想と小学校英語教育に関する考察

新保

　

敦子

はじめに

　

２０１３年に習近平国家主席は一帯一路構想を打ち出し、 陸と海のシルクロードによって中

国とヨーロッパ、さらに沿線の国家との強力なパートナーシップの構築を日指してきた。ま

た２０１７年１０月に開催された中国共産党の第１９期中央委員会において習主席は、建国１００

年の今世紀半ばまでに中国は世界の「強国」になると宣言しており、超大国への道を歩んで

いるといえよう （１）。

　

こうした一帯一路構想において、中国国内における積極的な英語教育の推進は、海外進出

への担い手づくりという意味から、ハード面としての交通◎通信網の整備と並んで、ソフト

面で一帯一路構想を支える重要な国家戦略の一つと考えることができる。

　

筆者は、 これまで中国の小学校英語教育に注目してイマージョン英語教育などの研究を

行ってきた（２）。本稿の課題は、一帯一路政策の下で、小学校において、いかなる英語教育

が展開されているのかを検討することにある。現在、海外への中国人の進出は急速な勢いで

拡大しており、 その要因を小学校英語教育という側面から探っていきたい。

　

本稿は、Ｂ師範大学Ａ実験学校（北京）での英語劇、Ｓ師範大学Ｋ小学校（険西省）及
びＧ市Ｓ小学校 （広東） での英語による理科の授業の調査をもとにしている。Ｂ師範大学

Ａ実験学校は、 演劇を積極的に英語教育の中で取り入れている学校である。 また Ｓ師範大

学Ｋ小学校及びＧ市Ｓ小学校は、イマージョン英語教育の実験校である。 両校では、科学

の授業を英語で実施している。本稿では授業への参与観察、担当教員及び学校関係者への聞

き取り調査、 関連資料に依拠しながら論じていくことにする （３）。

　

本稿の構成はまず第１章で一帯一路構想について、 第２章で中国における近年の英語教

育政策の動向について紹介したい。 第 ３章においては、小学校英語教育が一帯一路政策と

結びついて実施されている事例として、Ｂ師範大学Ａ実験学校の英語劇の取り組みを検討

する。 第４章では、イマージョン英語教育の実践としてＳ師範大学付属小学校Ｋ小学校で

の科学、 第５章では、Ｇ市Ｓ小学校における科学のそれぞれの授業を検証していく。 さい

ごに、 まとめにかえて日本の英語教育への提言を述べていきたい。

　

１、 一帯一路構想

　

一帯一路とは、「シルクロー ド経済ベルト」 と、「２１ 世紀海上シルクロー ド」 の略称であ

る （４）。 一帯一路構想が提起された背景についてまずみていこう。２０１３年９月、習主席は

カザフスタンのナザルバエフ大学で、「シルクロー ド」 構想を提起、 同年１０月、ＡＳ園ＡＮ 歴

訪の折に、習主席は、インドネシア国会の講演で、「２１世紀海上シルクロード」構想を提案

した。その後、同年１２月、中国中央経済工作会議で、「シルクロード経済帯」プロジェクト

が正式に確定された。

－１２３

　

－



　

一帯一路構想は、６廊６路 （６つの回廊、６つのライン） から成る。 ６つの回廊とは、 中

国とヨーロッパをつなぐ、６つの道であり、 ①新ユーラシア◎ランドブリッジ、 ②中国、 モ

ンゴル、 ロシア、 ③中国、 中央アジア、 西アジア、 ④中国、 中南半島 （インドシナ半島）、

⑤中国、 パキスタン、 ⑥バングラデシュ、 中国、 イ ンド、 ミャンマー、 以上の６つ経済回廊

である。

図１

　

一帯一路構想図

　

Ｆａｃｕｌｔｙｏｆ醤ｄｕｃａｔｉｏｎＢｅｉｊｉｎｇＮｏｒｍａＩＵｎｉｖｅｒｓｉｔｙ２０１７より

　

また、６路とは、 鉄道、 道路、 海路、 空路、 パイプライ ン、 インターネットの６つのライ

ンであり、ハードとソフトといった多様な回路を通じて、一帯一路政策の国と緊密な関係を

築き、 経済、 貿易、 交通のネットワークを構築することを目指している。

　

同構想は、アジア経済の西方シフトをはかるものである。従来のアジアの経済は、日本、

韓国、中国といった東アジア地域を中心としたものであったが、一帯一路構想は、中国と中

心としながら、中央アジアから西アジア、さらにヨーロッパへと西方の地域に発展の重点を

置こうというものである。 日本は構想から基本的に外れている。

世界的に保護主義や内向き志向が台頭する中で、各地で格差拡大への不安が広がってい

るが、同政策の目標としては、①一帯一路構想を通じて、国際協力を促進し、平和、発展、

協力による、ウインウインの関係構築を目指す、②アジア地域のインフラ建設を促進し、地

域協力の強化及び域内各国がともに発展を遂げる、 といったものである。

　

これまで中国の一帯一路沿線国への投資は、 約 ５００億ドルに上る。 そして、 中国企業は

２０あまりの国に５６の経済貿易協力区を設立し、関係国のために１１億ドル近くの税収を産

み出し、１８万人の雇用を創出しているという。

　

中国と欧州とを結ぶ鉄道物流は、２０１１年３月開通以来、５１の路線を開通し、４０００本を

運行している。 中国の２７都市とヨーロッパ１１国の２８都市とがつながっており、 武漢－ハ

ー１２４ －
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①英語重視から中国文化重視へ

　

１０ 年ほど前、 中国では、 バイリンガル教育が一時的に流行した時期があった。 学校の名

称についても、００バイリンガル学校といった名称の学校が誕生し、英語だけではなく、理

科や美術なども英語で行うことが学校の宣伝文句に盛り込まれていた。

　

しかしながら、現在は、英語重視の風潮が落ち着きを見せている。大学入試においても、
各地で英語の比重を引き下げる方向にある。英語の重視が、中国の文化の軽視につながると

いう危倶も生まれており、 中国の古典がカリキュラムに組まれるようになっている。

　

また、英語の授業においても、英語を通して、中国の文化を学ぶことがより重視されるよ

うになっている。 たとえば、Ｂ師範大学Ａ実験学校での中学校２年生の英語の授業では、

中国のお茶についてその特性について、外国人に紹介するという内容であった（７）。これは、

中国の対外文化戦略にも資する動きともいえる。

　

②文法からオーラル◎スピーキング及び閲読の重視

　

従来は、高校入試、大学入試において、文法の比率が高かったが、現在、文法の割合は、

以前よりも低下している。 その一方で、２００１年に英語教育が小学校に必修化として導入さ

れた時から、オーラル◎スピーキングが重視されてきた。近年では、大学入試においても、

オーラル◎スピーキングが重視されている。日本よりもはるかに採点方法が進んでおり、機

械に向かって英語で話をし、採点されるシステムが確立している。採点の精度も高いという。
ビッグデータを持っているからこそ、 機械による判別が可能になっているとも言えよう。

　

また高校及び大学入試では、英文の閲読が重視されるようになっている。教科書に掲載さ

れている文章や、高校入試、大学入試でも問題文の量が日本よりも多いことが指摘できる。

③

　

実験的なプロジェクトの広がり

　

英語教育において、様々な実験的なプロジェクトが広がっている。たとえば英語教育に、
演劇をとりいれる動き、 あるいは絵本を取り入れる動きが生まれている。

　

たとえば北京市にあるＢ大学付属１学校では、 小学校４年生には、 週１コマ、 外国人の

３，Ｂ師範大学Ａ実験学校における英語劇の取り組み

－ １２６

　

－



　

Ｂ師範大学Ａ実験学校 （１９９２年創立） は小学校及び中学校を併設しており、元々は外交

部の子女のための寄宿制の学校というバックグラウンドを持っている民営学校である（１０）。
公立学校よりも高い授業料は徴収するものの（同校は年額 ８ 方元）、 カリキュラムの点で、
かなり自由に展開できるという （英語の強化クラスの設置、 演劇教育など）。 教師の採用、
解雇についても、 校長の裁量権が公立学校よりも大きい。

　

同校では、創立２５周年を記念して、英語劇「シルクロードよ永遠に」（鑑路永恒 Ｓｉｌｋ…Ｔｈｅ

麗ｔｅｒｎａＩＲｏａｄ）の上演を行った（１１）。さきに、Ｂ師範大学とイギリスの演劇集団が、イギリ

ス◎パフオーミングアート学院 （‐ＵＫＣＩ） を設立し、 同学院が専門家を派遣して、指導を行

ってきた。同学院のディレクターはイギリスの演劇界で活躍し、演劇学校で指導を行ってき

たｌａｎＫｅｌｌｇｒｅｎである。 中国における演劇教育の普及発展を踏まえて、 需要があるという

ことから学院は設立された。

　

同プロジェクトは２０１７年４月から始まり、イギリス演劇集団の指導者約５人が、 半年、
Ａ実験学校に住み込んで、英語だけでなく、演劇、踊り、歌の指導を行った。脚本、楽曲（作

詞作曲は ＰａｔｒｉｃｋＤｉｎｅｅｎ） などすべてオリジナルという。 大道具は舞台芸術が専門である

同校の美術教師が担当した。 上演は１１月１日と１１月２日の２日間にわたり、 北京市内の

劇場（北京世紀劇院）を貸し切りで実施した。

　

同英語劇は小学校から中学生まで、約９０人が出演するという大規模なものである。 練習

は放課後の時間が当てられた。生徒の中で希望者を募り、オーディションを行って出演者が

決まった。 ただし、 主役級は教員の方で指名したとのことであった。

　

ストーリーとしては、 ある現代に生きる一人の少女がタイムスリップしながら、 張寮、班

超、フビライ、マルコポーロの時代といったシルクロードの活動が活発な時代を訪れるとい

うものである。そして、少女がシルクロードをこ関する歴史を理解し、再び現代に戻ってきて、
これから新しいシルクロー ドを築いていこう、 という内容である。

写真

　

”路永恒 Ｓｉｌｋ…Ｔｈｅ鷺ｔｅｒｎａＩＲｏａｄ

　

２０１７年１１月 ２日著者撮影

児童の流ちょうな英語に驚かされたこともあるが、 それ以上に歌や踊りのレベルが高く、

－１２７

　

－



また集団の群舞◎合唱もかなりのレベルであった。イギリスの演劇集団が ９人もの専門家

を派遣して創作されているだけのことはある。楽曲について、イギリス側が著作権を所有し

ているが、 上演に関しては著作権を要求しないという協定が結ばれているとのことであっ

た。 また、 すでにこの英語劇をスペインでも上演することになっているという。

　

劇自体も感動的であったが、 劇の上演後に生徒たちと今回の英語劇の上演に携わったイ

ギリス側のスタッフが舞台の上で抱き合い、別れを惜しんでいた光景が印象的であった。こ

の英語劇の上演は、児童にとっても、大きな達成感と自信を与えるものであったといえよう。

演劇による英語の習得は、英語の教育効果としても高いものがある。また子供時代から国際

交流の経験を積む上でも、 さらに中国文化の国外への発信という意味でも意義があるので

はなかろうか。

　

中国の場合、英語教育の必修化にせよ、一帯一路構想にしても、政策が学校現場におりて

くるスピードが早い。また学校の現場も、政策を利用しながら新しいプロジェクトを立ち上

げ、積極的に予算を獲得して世界に出ていこうとする意欲を強く感じる。これが実現可能な

のは、 校長の権限が大きいということもあるように思われる。

　

たとえば同校では、 校長が日本を視察 （２０１７年） した後、 子供に学校の掃除をさせるよ

うになった。日本の学校では児童が担当の場所を決めて自分たちで掃除をする。しかし中国

では、親の学習に対する要求水準が高く、少しの時間を惜しんで勉強をさせようとする。そ

のため、 掃除に関しても掃除人を雇う所が多い。 また家でも、 子供たちは掃除をしない。

　

これでは生活技術が身につかないということで、日本の学校を視察後、校長は学校で児童

に掃除の一部を担わせるような試みを行っている。実際に筆者が学校を訪問した時にも、学

生が外の落ち葉を掃くという中国の都市部の学校では珍しい光景に出くわした。 こうした

謙虚に他国の実践に学び改革に取り組む熱意は、 注目をこ値しよう。

　

４、Ｓ師範大学付属小学校におけるイマージョン英語教育の取り組み

　

イマージョン英語教育に関して、Ｓ師範大学は約１０年来、 取り組みをおこなってきた。

イマージョン教育とは、第２言語を道具として使ってその他の教科を教授する教育である。
一般的に、 アメリカあるいはカナダで実施されているイマージョン教育では、 通常５０％以

上をｔａｒｇｅｔ

　

ｌａｎｇｕａｇｅ（習得しようとしている言語） で教授している場合、 イマージョン

教育と呼称している。 しかし、中国で行われているイマージョン教育は、第２言語（英語）

を使って一部の教科を教えるというものである （「半浸入式」）。 厳密な意味では、イマージ

ョンというよりも、ＣＬＩＬ（ｃｏｎｔｅｎｔａｎｄｌａｎｇｕａｇｅｉｎｔｅｇｒａｔｅｄｌｅａｒｎｉｎｇ、 英語の語学学習と理

科や社会などの教科学習を統合しようとするアプローチ）と言った方が適切かもしれない。

　

このプロジェクトで実施された Ｓ師範大学付属小学校における調査結果を紹介しよう。
Ｓ 師範大学付属小学校では、 普通クラスの他、 英語の実験クラスが設置されている。２００８

年及び２００９年に実施された調査結果によれば、実験クラスの方が、英語の能力は、高いこ

とが指摘されている （１回目調査２００８年、２回目調査２００９年、 実験クラス及び普通クラ

ー １２８

　

－



ス。 各クラス３０人 （合計３６０人）（１２）。

　

同調査によれば、英語の能力を、口語、単語、発音、閲読、総合成績の５点から測定する

と、①実験クラスは普通クラスよりも高い。特に４年生の点数が高く、普通クラスとの差も

大きい、②ロ語、単語、発音、閲読の４つの技能の中で閲読の点数は、普通クラス、実験ク

ラスともに低い、 以上が明らかにされている。 さらに、 ③積極的なコミュニケーションは成

績と相関関係がある、④学習に向かう動機づけとしては、実験クラスと普通クラスともに父

母の支持が高い、⑤英語に関する自信や、英語が有益であり学習する意義があることを生徒

に納得させることが重要、以上の知見が調査より得られている。総じてイマージョン式の英

語教育は伝統的な教育方式よりも優れていて、 学生の英語レベルを向上させるという結論

である。

　

また、Ｈ小学校も、イマージョン英語教育の実験校である。普通クラス及び実験クラスに

対する調査結果 （２００８年、２００９年） によれば、以下の通りである（１３）。 ①ロ語の能力は学

年を追うごとに向上しており、 実験クラスと普通クラスの成績の差も次第に大きくなって

いる、②単語及び閲読の成績はロ語のようには明確ではない、③英語ができる生徒は、積極

的にコミュニケーションをするので、 教師は英語を使用する意識と習慣を付けの必要があ

る、④英語学習が個人の発展において現実的な価値があることを強調し、英語使用に関する

心配や戸惑いを少なくし、 クラスの中で積極的に英語学習の雰囲気を作ることが大切であ

る、 以上の結果が述べられている。

総じて、クラスの中で積極的に発言する雰囲気を作ったり、英語の学習の習慣づけをした

りすることが重要であることが指摘されている。

　

５、 英語による科学の授業

　

本章では、陳西省にあるＳ師範大学Ｋ小学校における英語教育の取り組みを紹介したい。

中国では、公立の大学が多くの私立の小◎中◎高校を経営している。これは日本とは異なる

形である。たとえば、新しく住宅区が開発された場合、大学と協力して私立の学校を建設す

る形がとられている。

　

たとえば、Ｓ師範大学Ｋ小学校は、Ｓ師範大学が、新しく建設された住宅区のデイベロッ

パーとの協力によって建設した民営小学校 （私立） である。

　

不動産会社がマンションを開発し、学校校舎を建設し、Ｓ師範大学では、校長、教員を派

遣する。学校側は教員を募集、採用、研修を行い、カリキュラムを決定し、学校を管理する。

マンションを購入できることが最低条件としてある上、学費が高いため、質の良い民営学校

に入学できる家庭は限られているという（１４）。

　

同小学校では、イマージョン式の英語教育の取り組みを行っており、科学も英語で教えて

いる。科学を英語で教えることで、英語とともに、科学についても学ぼうとする取り組みで

ある。

近年、英語教育よりも、漢語教育を重視すべきであるという風潮から英語の授業を増やさ
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ない傾向にある。 そのため、 英語で行う授業が週に１２ コマと制限されていることもあり、

生物の授業を英語で行うことで、英語を学びながら生物を学ぶことが図られている。同様に、

道徳や美術の教科も、 英語で行う取り組みがなされている。

　

同校で実施された科学の授業について、 紹介しよう （担当教諭ＣＴ、４年、 科学－植物、

ｐｌａｎｔｗｉｔｈｓｅｅｄｓ）（１５）。

　

指導案は以下の通りである （すべて英語でかかれているが、 日本語に翻訳）。

目標：種の色と形の違いを理解させる。 種の３つの部分について、 理解させる。

言語上の目標

　

ｓｅｅｄｃｏａｔ，ｅｍｂｒｙｏ，ｃｏｔｙｌｅｄｏｎという言語を使えるようになる。

以下の表現を英語で使えるようになる。

Ｔｈｅｓｅｅｄｓｈａｖｅｔｈｒｅｅｐａｒｔｓ：ｓｅｅｄｃｏａｔ，ｅｍｂｒｙｏ，ａｎｄ‐ｃｏｔｙｌｅｄｏｎ

ｐａｒｔ．Ｓｅｅｄｃｏａｔ，ｅ１ｍーｂｒｙｏｃｏｔｙｌｅｄｏｎｋｎｏｗｈｏｗｐｌａｎｔｓｇｒｏｗ

　　

経験と観察

　　

キーーポイント

　

単語

　

ｓｅｅｄｃｏａｔｉヱ．ｔｈｅｏｕｔｓｉｄｅ１ａァｅｒｏｆａｓｅｅｄ・ｌｔｐｒｏｔｅｃｔｓｔｈｅ１ｉｆｅｉｎｓｉｄｅ

ｔｈｅｓｅｅｄ

　

Ｔｈｅｅ１ｍＬｂｒｙｏｉｓｔｈｅｂａｂｙｐｌａｎｔｉｎｓｉｄｅｔｈｅｓｅｅｄ。ｌｔｉｎｃｌｕｄｅｓｔｈｅｒｏｏｔｏｆｔｈｅｎｅｗｐｌａｎｔａｎｄ

ｔｈｅｌｅａｖｅｓ．Ｔｈｅｃｏｔｙｌｅｄｏｎｇｉｖｅｓ量）ｏｄｔｏｔｈｅｅｍｂｒｙｏＰａｒｔｏｆｔｈｅｓｅｅｄ．

補助教材

　

ビデオ、ＰＰＴ、 絵、 種、 紙 顕微鏡など

授業の導入では、まず種についてのビデオを見た。 その後、「ｒｏｏｔｓ，ｓｔｅｍ，ｌｅａｖｅｓ，乳ｏｗｅｒｓ，
登ｕｉｔｓ」 などの単語についての確認が行われた。

その後、異なる種についての絵を見て、異なる果物には異なる種があることを理解させた

（目的は、観察能力の向上）。絵を見せて質問に答えさせる。これはリンゴの種ですか？何

色ですか？どういった形をしていますか？そのあと、 教師が種を各グループに見せる。 赤

い種、 丸い種。 いろいろな色や形がある。

さらにその後、グループごとに種をわって中を見て観察する作業が加わる。教師の質問が

続く。 種の中には何がありましたか？どのように種は成長していきますか？根になるのは

どの部分ですか？児童がそれらの質問に対して、 英語で答えている。

黒板には

　

以下が記されている。
Ｌｅｓｓｏｎｌ．Ｓｅｅｄ

ｓｅｅｄｓｄｉ豊玉ｅｒｅｎｔｃｏ１ｏｒｓｄｉぼｅｒｅｎｔｓｈａＰｅｓ

Ｓｅｅｄｃｏａｔｉｓｔｈｅｏｕｔｓｉｄｅｌａｙｅｒｏｆａｓｅｅｄ．

Ｔｈｅｅ］ｍＬｂｒｙｏｉｓｔｈｅ
‘ｂａｂｙ
’
ｐｌａｎｔｉｎｓｉｄｅｔｈｅｓｅｅｄ
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Ｔｈｅｃｏｔｙ１ｅｄｏｎｇｉｖｅｓＧｏｏｄｔｏｔｈｅｅｍｂｒｙｏｐａｒｔｏｆｔｈｅｓｅｅｄ

　

授業のあとまとめが行われ、 宿題が出された。 宿題は１．Ｗｒｉｔｉｎｇｄｏｗｎｔｈｅｓｕｍｍａｒｙｏｆ

ｔｈｅｓｅｅｄｓａｎｄｓｈａｒｅＷｉｔｈｙｏｕｒ鎧ｉｅｎｄｓ．２．ＬｏｏｋｉｎｇｕＰｔｈｅｓｉｔｕａｔｉｏｎｓｔｈａｔｃａｎｈｅＩＰｔｈｅ

ｓｅｅｄｓｇｒｏｗ． ともに、 かなり高度なものである。

模擬授業の終了後に反省会が開催された。 まず英語で活発な議論が展開されていたこと

に驚く。 授業担当者の先生方も、 英語で発言していた。

　

ただし出席していた Ｓ師範大学の理科専門の教員が、教員の理科知識の不足を指摘して

いた。教員は英語の専門であり、理科の専門ではないため、理科の基本的な知識が不足して

いた点があるようだ。イマージョン英語教育の場合、英語の教員が専門科目を教えるため、
教科の内容が不十分という問題があることを、 他の学校の英語教員も指摘していた（１６）。

　

－時期には、バイリンガル学校が流行して、英語で教科を教えることが流行した。しかし、
むしろ効率的ではないという意見もあり、教師の負担も大きなものがある。現在では、教科

については、 やはり中国語でという方向にあるという。

　

６、Ｇ市Ｓ実験小学

　

同校は、１９３９年にアメリカの宣教師によって設立された伝統のある学校であり、 学校の

概況説明によれば３９クラス、 学生数１５３４人 （各学年ほぼ６クラス）、 教師数９７人に上っ

ている。アメリカ◎カナダとの共同プロジェクトである英語イマージョン教育を実施してお

り、 アメリカ教育連合の中国実験基地、 広東省の英語教学モデル学校でもある。

　

（１） 授業の目標

　

ここでは、 英語で行った科学－磁石 （Ｍａｇｎｅｔｉｃ） に関する模擬授業を紹介したい （２０１７

年３月○日、４年、 担当：ｌｊｙ、 生徒約５０人）（１７）。

　

模擬授業担当の教員は、イマージョン英語プロジェクトに参加していた他校の教員であ

る。

　

本時の目標としては、１，磁石についての性質を理解する、２，磁石が鉄を引きつけること

を理解する、３， 磁石が日常生活の中でどのように使用されているかを知る、 以上が掲げら

れている。ま た言語 面での 目標 と して は、Ｗｏｒｄｓ：ｍａｇｎｅｔｉｒｏｎａｔｔｒａｃｔ／Ｓｅｎｔｅｎｃｅｓｔｒｕｃｔｕｒｅ：

Ｍａｇｎｅｔｃａｎ／ｃａｎｎｏｔａｔｔｒａｃｔ、 以上を理解することとある。

授業を紹介していこう。 授業はすべて英語だけで展開されていた

　

（２） 実験

　

マグネットはどういったものにくっつくのか

実験の手順としては、１．予測、２．実験、３．レポート執筆、４．結論という形で展開されてい

った。

　　

まず、 パワポで Ｗｈａｔｃａｎｔｈｅｍａｇｎｅｔａｔｔｒａｃｔ（吸引

　

ａｔｔｒａｃｔは習っていない英語のた
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めか漢語が下に記されている）、教材として、マグネット、プラスチックの定規、消し
ゴム、

紙、鉄の紙用クリップ、コイン（１元、１０分、５分）が提示され（ＩＰ１ａｓｔｉｃｒｕｌｅｒｓ、２Ｅｒａｓｅｒｓ、

３Ｐａｐｅｒ、 ４１ｒｏｎｐａｐｅｒｃｌｉｐｓ、 ｌｙｕａｎｃｏｉｎｌｏ‐ｃｅｎｔｓｃｏｉｎ５‐ｃｅｎｔｃｏｉｎ）、 そ れぞれ について、

まず発音させる。

　

Ｔ：（５分硬貨を示しながら） Ｈａｖｅｙｏｕｅｖｅｒｓｅｅｎｔｈｉｓｃｏｉｎｓ？Ｎｏ？１ビｓｏｌｄｏｎｅ．

　

現在では、５分硬貨はあまり使われないので、 生徒は見たことがないのかもしれない。

　

Ｔ：ＮｏｗＬｅｔ’ｓｇｕｅｓｓ！Ｃａｎ ｍａｇｎｅｔａｔｔｒａｃｔｔｈｅｍ？

　　

どれがくっつくか、 予想させた上でＹｅｓ、 Ｎｏの人数を書いていく。

　

Ｔ：Ｃａｎ ｍＬａｇｎｅｔａｔｔｒａｃｔｐｌａｓｔｉｃｒｕｌｅｒ？＼戸ｖｈｏｔｈｉｎｋｓｎｏ？Ｒａｉｓｅｙｏｕｒｈａｎｄ？

　

Ｎｏ で手を挙げていたのは８名。Ａｔｔｒａｃｔ、ａｔｔｒａｃｔ とくっつく動作をする。 しかし、生徒

の反応は良くない。ａｔｔｒａｃｔの単語の意味がよく分かっていないために、ｎｏで挙手した人が

少なかったようだ。 そこで、 コイ ンと磁石とをくっつける動作、 これがａｔｔｒａｃｔと示す。 ま

た定規を出してきて、
Ｔ：ＶＶｈａｔｉｔｉｓ？

Ｓ：Ｒｕｌｅｒ．

Ｔ：（くっつかないでしょという動作をして）Ｎｏｔａｔｔｒａｃｔ．

動作を示しながら、 単語を言って理解させようとしている。

　

消しゴムの場合、 ほとんどが Ｎｏ、Ｍｅｓが３人。 紙は、 全員が Ｎｏ。１元、１０分、５分硬貨

は、 全員がｙｅｓの予測である。

　

次に実際に実験に移る。 班（５人） ごとに、これらの材料が入っている袋が事前に渡され

ている。 教師から、①それぞれの材料について、３回ためしてワークシートに記入、②チー

ムリーダーが前で報告、 ③透明バッグに材料を戻す、 という指示がなされた （時間は ５分

間）。

　

子どもたちが一斉に、立ち上がって始める。さっそく筆箱を開けて鉛筆を採りだして、ワ

ークシートに記入。この一連の動作が速い。各班で実験をしたあと、結論を出す。各班での

作業はかなり活発であり、にぎやかである。 しかし、見ていると、作業をやっている児童が

固定されていて、 何も手を触れない児童もいた。

　

子どもの中で２人が前にでてきて、 班での結論を報告した （２人とも女子）。 話し方には

たどたどしさが残るものの、 かなり流ちょうな英語である。 プレゼンの時に、 各班のワーク

シートを ＯＨＣで映して、 他の子どもにも見せていた。

　

実験の結果、５分硬貨はくっつかないことが導かれた。５分硬貨は、 アルミでできている

という説明が教師からなされた。

　

次に、 新しい実験に移る。 マグネットの間に何か入った場合に、くっつくことができるの

か？という課題である。 紙、 本、 プラステイクの袋、 布と、 まず、 予測をさせる。 その後、

実験をする。 本の場合、 厚い本をはさんだらどうなるか、 各班で実験が行われた。

　

結果的には、本を間に挟んでもＯＫ‐、ただし、本と布の場合には、強力な磁石が必要との
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結論が導かれた。

　

（３） 授業に対する感想

　

授業を見学した上で、英語の授業として、また科学の授業として、それぞれに対する感想

を述べておきたい。

　

まず英語の授業としては、第 “こ、教師の英語が流ちょうであり、学生の発言を受け止め

ながら、授業を展開していたことがある。たとえば、教師が「どこに磁石は使われているの

か」 と質問し、 生徒が 「冷蔵庫」 といった時に、「冷蔵庫にもマグネットはくっつく」 と日

常生活に身近な形で答えていた。

　

第２に、ａｔｔｒａｃｔの単語がよくわからないと思われた時に、 動作をして理解させるように

している。漢語を言うのではなく、英語の単語と動作とをむすびつける工夫がなされている。

　

第３に、 児童に英語の単語をくり返して発音させている。

　

次に科学の授業としては、第 “こ、授業全体の工夫がある。導入でマジシャンの格好をし

て、４つのコイ ンをつなげてみせて、 なぜコイ ンだけでなぜくっつくのだろう、 と思わせる

ような、 学生の興味関心を引く工夫がなされている。

　

第２に、身近なものから考えさせる工夫がなされている。たとえば筆箱には、磁石が使わ

れている。こうした生徒が日常の生活や学習の中で使っているものから考えさせる。その上

で、 磁石がどのような形で使われているのか、（リニアモーターカーなど） 発展的に示す工

夫がなされている。

　

第３に、仮説を立てて（磁石と磁石の間に何か挟まったときには、くっつくか、予測をし

て）、 実験をさせる工夫がされている。

　

その他、クラスをＳチーム、Ｎチームに分けて、クラスの中での発表、他の人の発言を聞

くという学習態度を、二つのチームで競わせていた。こうした細かい工夫がされている点も

注目に値しよう。

　

全体としては、発音がきれいというのは大切であるが、それ以上に英語を楽しく学べる工

夫がなされているかどうかが重要であるという感想を持った。

　

日本と比べると、非常にレベルの高い授業であると思われた。 ただ、課題としては、３点

を指摘しておきたい。第 “こ、班に分かれた時に、子供たちの言語は中国語であったことで

ある。イマージョン英語といっても、子どもたちの作業の時には中国語を使用しているとい

う感想であった。第２に、実験の時に、特定の生徒が中心となって実験をし、他の子どもは

見ているだけということもあった。第３に、発言や挙手をする児童に偏りがあり、挙手をし

ない日童は所在なさげに教師を見つめているだけ、ということもあった。英語学習に対する

意欲の差が、 顕在化しているように思われた。

あとがき－日本の英語教育改善への提言
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２０１７年夏にスタンフォード大学を訪問したときに、 筆者は多くの中国人の親子連れを構

内で見かけた。単なる観光にとどまらず、将来的にスタンフォードを目指そうという意欲も

感じとられた。

　

たとえば、本屋に行ったときに、中国人の父親が絵本コーナーで子ども（未就学か）の子

どもにかなり長い時間英語の絵本の読み聞かせをしていた。ある母親は、子どもが英語の児

童向けの本に夢中になっているのを見て、中国語で「また来るから、今 田まここまで」と声

をかけていた。また来るというのは、将来、スタンフォード大学に留学してという含みのよ

うにも思われた。 実際に、外国への留学熱は高く、毎年、多くの学生がアメリカ、イギリス

の大学に留学している。 教育部統計によれば２０１６年の中国人の海外留学総数は５４．５万人

に上るという（１８）。 日本は、８．４万人（２０１５年度） で、 中国の約１５％である（１９）。『Ｓｔｕｄｙｉｎｇ

Ａｂｒｏａｄ留学』という雑誌も出版されるようになっている（２０）。 中には高校から留学という

ケースも少なくない。 彼らはアメリカの世論を動かす存在になっている。

　

個人的なことになるが、 筆者は１９９０年にスタンフォード大学に約１年間滞在していた

が、その時には日本の企業から駐在員として派遣される日本人家族が多く、中国人留学生は

まだまだ数が多くはなかった。 しかし、 この約２５年で全く様変わりしたことを感じた。

　

また、アメリカの観光地を訪れた時にも、中国人のファミリーが車で観光地を旅行してい

るのに出会った。親同士は中国語で話をしていたものの、子ども同士では英語で話していた。

すでにアメリカに定住している中国人のファミリーが増えつつあることを物語っているの

であろう。

　

スタンフォード大で外国からの留学生の受け入れを行っている ＳＰＩＣ回 （Ｓｔａｎ角ｒｄ

Ｐｒｏｇｒａｍ ｏｎｌｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌａｎｄ Ｃｒｏｓｓ‐Ｃｕｌｔｕｒａｌ闘ｄｕｃａｔｉｏｎ） のディ レクターである Ｇａｒｙ

Ｍｕｋａｉ氏へのインタビューの中で、 氏は、 スタンフォード大学における中国のプレゼンス

が非常に拡大していることを指摘していた。 日本は中国に対抗してというレベルでは全く

なく、 アメリカ自身がアメリカと肩を並べさらに追い越そうとしている中国の競争力に脅

威に感じている状況であるという。この関係者によれば、上海で中国の英語教育を見学した

が、 アメリカにおける言語教育よりもはるかに素晴らしく圧倒されたという（２１）。

　

このように中国がその英語力を背景として、世界的にプレゼンスを増す中で、今後、日本

の英語教育はどうあるべきなのだろうか。日本の英語教育は、様々な課題を抱えているよう

に思う。 以下、 いくつかの点から今後の提言という形で私見を述べておきたい。

①英語専門の教員の育成

　

中国では、２０００年以降、 小学校英語教育を推進し、 英語教育のレベルが向上してきた。

国民的に英語力が向上していると考えることができるが、その背景として、英語で教えるこ

とのできる大量の英語教員の養成に成功したことがある。

翻って日本の場合、小学校では担任が図画、音楽を除いて、基本的に全科日を教える制度
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がとられてきた。 そのため、２０２０年以降、 小学校に教科としての英語が導入された後も、
担任が英語を教えるという、 担任の負担を増やす形で英語教育の導入が図られようとして

いる。そのため、必修英語は学校現場を疲弊させるだけとのことから、必修英語の廃止を求

める英語教育関係者もいる（２２）。

　

教育の基本は教師の質にかかっているといっても過言ではない。 そうであるならば小学

校英語を教授できる専門の教員の配置が、 緊急の課題であるように思われる。

　

また、日本では英語教師として外国人へのこだわりが強い。 しかし、中国では、中国人の

教員が英語だけで授業を行っているし、 生徒にとってロールモデルの役割を果たしている。
発音が良いだけの外国人の教員よりも、 むしろ児童の理解に優れたｎｏｎ‐ｎａｔｉｖｅの教員が英

語の授業を担当するメリットは大きいと思われる。その点、中国に学ぶべき点は多いのでは

ないか。 これまで日本ではＪ璽ＴプログラムやＡｒｒによる英語授業が行われてきたが、ティ

ーチングマシンのように英語を発音するだけの英語の教員もいる。 ネイティブにこだわり

過ぎる必要はないと考える。

②読解力の育成

　

現在、中国の英語教育は、従来の文法中心から、大量の英文を読み理解し、その上で自分

の意見を述べる閲読やオーラル重視の方向へと変わりつつある。ＡＩの導入を踏まえながら、
２１世紀型の教育が必要とされている中で、 中国の英語教育においては、 論理的思考を鍛え

る英語教育への移行が図られつつある。

　

日本においても、文法中心の英語教育からの脱却が必要であろう。また、それ以上にロジ

カルシンキングのトレーニングや、 自分の意見を発表する訓練が十分ではないことも課題

である。英語教育だけではなく、日本における言語教育は多くの課題を抱えているのではな

かろうか。

　

③多言語による外国語教育

　

中国における外国語教育は、英語を中心としたものであることは確かな事実である。しか

しながら、その一方で、中国は多くの少数民族を抱え、モンゴル語、朝鮮語が母語であると

いった民族も少なくないことは留意すべきであろう。諸外国との交流において、極めて豊か

で多様な外国語人材を有しているのである。
翻って日本を顧みれば、現在、日本の初等中等教育における外国語教育といえば、基本的

にすべてが英語教育となっている。ただし、必ずしも皆が皆、ネイティブなみに英語を流暢

に話せる必要はないであろう。

　

また、今後、諸外国との国際交流が進展し、また「出入国管理法」（２０１９年）の改正成立

に伴い、外国からの移民が増加した場合、より多様な言語、たとえば中国語、韓国語、ベト

ナム語、インドネシア語、ネパール語、タイ語、 ビルマ語の習得が、英語よりも必要とされ

る状況が生まれることも可能性として考えられる。

－１３５

　

－



　

そのため、英語だけに偏った外国語教育ではなく、より多言語による外国語教育を実施す

ることが必要となるのではなかろうか。その場合に、地域に居住している外国人を活用し、

外国語活動を展開しながら多文化共生の道筋を探っていきたいものである。

　

以上、中国との比較検討をしながら、日本の英語教育に関して、いくつかの提言をしてき

た。２０２０年の待ったなしの改革を目前にして、 小学校英語教育の教科としての必修化がス

タートしようとしている。 少なくとも小学校英語教師が疲弊するような導入の仕方はあっ

てはならないと考える。
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